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〈編集後記〉 
少し遅れたが、「月報」5月号をここにお届けする。今回は「中国（上海）合宿報告書」であ
る。第 1 部と第 2 部に分けられたこの報告書は、第 1部で 2005 年 11 月に実施した調査研究に
関して、第 2 部で 2006 年 3 月実施の調査研究に関して、編んである。 
2004 年から、「社研プロジェクト中国社会研究」がスタートした。2004 年度は中国社会科学
院（北京）と提携して、北京にてシンポジウムを行なったのだが、2005 年度は、上海への調査
研究を実施した。2005 年 11 月 2 日から 6 日の上海調査研究は、一方で上海に進出している日
系企業訪問・上海市内のエクスカーションを実施したのだが、他方で、翌 2006 年 3 月に計画し
ていた上海社会科学院でのシンポジウムの下交渉も兼ねていた。詳しくは第 1 部の「行程表」
を参照していただきたい。 
この調査研究旅行では、準備、通訳等で、専修大学大学院で研究をしている中国人留学生の
湯進氏に特に尽力してもらった。また施錦芳氏にも協力してもらった。この二人も、本号には
寄稿している。 
上海社会科学院での下交渉が実って、2006 年 3 月には、社研プロジェクトと春季合宿研究会
を兼ねる形式で、上海社会科学院において合同シンポジウムを実施することができた。この合
同シンポジウムの模様については、次号 6 月号にて特集を組んで、その詳細をお知らせする予
定である。 
合同シンポジウムのあとは、上海社会科学院のコーディネイトで、上海豫園旅遊商城股有限
公司、長寧区虹橋街道栄華住民委員会、上海松下プラズマディスプレイ有限公司などを訪問し
た。これは第 2 部の「行程表」をごらんいただきたい。なお、シンポジウム、企業・住民委員
会訪問ともども、特に上海社会科学院社会発展研究院委員長の廬 漢龍氏には特別にお世話に
なった。記して感謝したい。 
シンポジウムの様子については次号で見ていただくとして、本号第 2 部では、企業訪問等の
報告記などから、今回の調査研究旅行の一端に触れていただきたい。 
（文責：村上俊介） 
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